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石川靖（道総研，エネルギー・環境・地質研究所（支部会 第 3 代会長）） 

 

日本陸水学会北海道支部会の設立の立役者で，支

部会第 2 代会長でありました橘治國先生（元北海道

大学助教授）が，令和 5 年 10 月 31 日ご逝去されま

した。享年 80 歳でした。橘先生のご経歴や活動の

一端を披露し，業績を回顧して故人を偲びたいと思

います。 

 先生は，昭和 18 年に千葉県成田市でお生まれに

なり，お父様の仕事の関係で奈良に転居し，国立奈

良女子大学文学部附属小から同中学校，同高等学校

へ進まれました。昭和 37 年，北海道大学に進学，

工学部衛生工学科をご卒業後，同大大学院に進学，

大学院後期課程在学中に，北海道大学工学部助手に

採用され，様々な研究成果等を積み上げ，「水域の

富栄養化に関する基礎的研究」により博士号を授与

されるに伴い助教授に昇進され，2007 年 3 月 31 日

をもって定年退職なされました。 

 衛生工学を専攻されたので，研究者としての始ま

りは汚染水処理による水質浄化の研究 1)を取り組ん

でいました。その後，元々北海道の自然にあこがれ

て北海道大学に進学したこともあり，環境保全，環

境再生のために陸水学の視点でのアプローチにより

陸水を俯瞰した研究に取り組みます。対象は国内外

の湖沼，河川，ダム湖，積雪，湿原，地下水とあら

ゆる方面 2-13)に及び，物質では「リン」の挙動につい

て常に重要性を重んじて話題提起，研究報告等を行

っていました。 

 学術的成果は言うに及びませんが，先生の功績と

して忘れてはならないのは，多くの研究者，技術者

を育成したことです。元々は後藤新平の言葉ですが，

プロ野球の野村克也の座右の銘という事で一般的

に有名となった「財を遺すは下，仕事を遺すは中，

人を遺すを上とする」という言葉があります。この

中の「人を遺す」を常に実践していました。学術面

の実績や信頼があるということだけではなく，独特

の奈良弁で人を包み込みながらもいつの間にか，何

かの新しい方向を周りに示唆するような巧みな話

術は，人に信頼され，慕われていました。衛生工学

科，北大に限らず，官民，国内外の研究者とのネッ

トワークの幅広さにつながり，告別式では海外から

多くの弔電を頂いていました。かく言う私も，いつ

の間にかそのネットワークに組み込まれ，3 代目の

支部会会長に就任したのは，巧みな押し引きと粘り

強い交渉術で説得されたためだったと記憶してお

ります。 

日本陸水学会を札幌で開催した第 61 回大会（1996

年）では総務幹事長，第 73 回大会（2008 年）では大

会（実行）委員長として，経験の浅い大会スタッフ

にも的確な指示と方向性を示し，大会を成功裏に収

めたのも持ち前のリーダーシップと責任感によるの

は間違いないところです。 

 大学退職後も民間企業に籍を置き技術指導をする

ことに飽き足らず，2013 年に NPO 法人（水圏環境科

学研究所）を立ち上げました。知己の研究者を北海

道に招へいし，講演を通して若い世代の陸水研究者

への技術還元や研究への知的刺激を促しました。 

 一方で，58 歳に発症した脳梗塞の後遺症と常に闘

いながらも，そのことをおくびにも出さず，亡くな

るまで淡々かつアグレッシブに研究や指導等に取

り組んでいました。 

 橘先生が生涯を通じて取り組んだ研究テーマは，

退職を控える中で第 8 回の支部会（2006 年 12 月開

催）において講演していただいた題名「水環境保全

と水質学―河川・湖沼・湿原水環境の水質解析」が

体現していると思います。残念ながらこの時の講演

要旨的なものは記録として残っておりません。聴講

した私が陸水学会誌に支部会報告として掲載した

文 14)を再掲します。「橘先生が 2007 年 3 月で定年退

官されることから，総会後に特別講演，これまでの

北大在職時における研究のみならず教育面も含め

てこれまでの道のりについてお話ししていただき

ました。（中略）フィールド研究に携わる研究者は

「現場にこそ答えあり」という姿勢は，昨年の吉田

先生のお話とも通じるのもがあるように思いまし

た。時間と根気を必要とするこのような研究手法で

取り組む研究者が次々と大学を去り，引き継ぐ者が

減っている現状は，昨今の評価，成果主義が厳しさ

を反映しているように感じます。このことが，将来

的に陸水学として重要な１つの柱の停滞を招くと

思うのは筆者だけでしょうか。」。支部会のみならず

陸水学会自体も会員が減少し，フィールド研究とし



ての陸水学が停滞しているような状況について内

心は本意無い、虚しさがあったのかもしれません。

それが逆に退職後も研究意欲が衰えることなく，周

りを巻き込んでの支部会や NPO 活動等を進める源

泉となったのでしょう。 

 ここまで述べたことは，橘先生の研究者人生の

極々一端にすぎません。先生は北海道における陸水

学や水環境研究の分野において多大な有形，無形の

資産を残されました。それを私たちがどう引き継ぎ，

次代へ継承していくか，重い宿題を託し，ご両親ら

がいる墓所で深い眠りにつきました。 

改めて今日までのご厚情に感謝いたしますとと

もに，ご冥福をお祈りいたします。 
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